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めている｡ しかし, 液相塩素化では反応の選択性に限界があり, 一つの目的物を選択性よく高収率で製造
することが困難であるので, 気相において, 反応の場から目的生成物を連続的に除き, 塩素に対する被塩






















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文で取扱っている有機化合物はメタン (欝 2 章), トルエン (第4 章), プロパン (第 5 章) などの
簡単な有機化合物であり, これらの簡単な有機化合物の気相または液相における塩素化反応は古くから理
論的にも, また実際的にもかなり詳しく研究され, かつ, 塩素化生成物は溶剤, 有機合成の中間物, その
他の用途に供せられているものである｡
しかしながら, 出発原料が簡単であっても反応が逐次的に進み, または並発競争的に起こり, モノ塩素
化物, 多塩素化物, 塩素の導入される位置の相異に基く異性体の混合物が生成し, それらの中で, 低皮塩
素化の単一塩素化物を比較的高い選択率で製造する反応条件は経験的に, ないしは理論的解析で一応求め




本研究は, 逐次反応, 併発競争反応を中間化合物を出発材料として用い, これを塩素化する反応速度定
数ないしは相対反応速度定数を多くの場合について実験的に求め, 従来不十分であった数値を補 うと共
に, その実験結果を基にして, これを既知の反応速度式に入れて, 一つの条件下における多塩素化物がい




採用し, これによって, 四塩化炭素, モノクロルベンゼン, オルソおよびパラジクロルベンゼン, テ トラ
クロルエチレン (第6章) などを高い生成分布率で製造し得る条件を定め, 従来よりもかなり高い選択率








以上これを要するに本論文はメタン, ベンセン, トルエン, プロパンなどの有機化合物の塩素化反応に
ついて逐次的, 併発的に起こる複雑な内容の反応を実験的に追跡するpと同時に, その結果を速度論的に取
扱い, 多塩素化物生成の段階で従来不十分であった所を補い, 実際上有益なる結果を数多く得, 同時に,
脂肪族多塩素化物の加熱分解塩素化反応をも研究し, 利用価値の少ないものを利用価値の大きいものに変
換することにも成功している. また塩素化装置にも工夫を加え, 一つの目的物を高い選択率で製造する条
件を選定していて, 本論文の内容は学術上ならびに実際上に貢献する所が少なくない｡
よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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